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遺 族 会 館 全 景

　新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。

　ご
遺
族
の
皆
様
方
に
は
、
令
和
四
年
の

新
春
を
お
健
や
か
に
お
迎
え
の
こ
と
と
心

か
ら
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　旧
年
中
は
当
遺
族
会
に
対
し
ま
し
て
、

あ
た
た
か
い
ご
理
解
と
ご
支
援
を
賜
り
誠

に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　昨
年
は
、
一
昨
年
に
続
き
、
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
終
息
の
目
途
が
立

た
な
い
た
め
、
本
会
の
事
業
に
つ
き
ま
し

て
も
中
止
並
び
に
縮
小
を
余
儀
な
く
さ
れ

ま
し
た
。

　令
和
四
年
度
の
戦
没
者
遺
族
の
処
遇
改

善
に
つ
き
ま
し
て
は
、
日
本
遺
族
会
が
国

へ
要
望
し
た
事
項
は
、
ほ
ぼ
満
た
さ
れ
た

も
の
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　こ
れ
か
ら
も
戦
没
者
遺
児
に
よ
る
慰
霊

友
好
親
善
事
業
の
充
実
、
特
別
弔
慰
金
の

受
給
要
件
の
緩
和（
孫
・
曾
孫
へ
の
支
給)

、

遺
骨
収
集
帰
還
事
業
の
拡
充
強
化
等
の
諸

問
題
の
解
決
に
向
け
て
、
日
本
遺
族
会
の

活
動
を
支
援
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。

　英
霊
顕
彰
運
動
の
根
幹
で
あ
り
ま
す
内

閣
総
理
大
臣
の
靖
国
神
社
参
拝
に
つ
き
ま

し
て
は
、
今
後
、
内
外
の
批
判
に
屈
す
る

こ
と
な
く
、
参
拝
し
て
い
た
だ
け
る
も
の

と
信
じ
て
お
り
ま
す
。

　昨
年
八
月
十
五
日
に
は
政
府
主
催
の
全

国
戦
没
者
追
悼
式
を
縮
小
し
て
執
り
行
っ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
広
島
県
参
列
団
の

一
員
と
し
て
、
遺
族
会
を
代
表
し
て
参
拝

会館入口会館入口
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さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　多
く
の
事
業
が
見
送
り
と
な
る
中
で
、

最
も
残
念
で
あ
っ
た
の
は
、「
戦
没
者
を

語
る
会
」
の
中
止
で
し
た
。
遺
族
が
高

齢
化
し
て
い
く
中
で
一
日
も
早
い
再
開

を
望
ん
で
い
ま
す
。

　今
後
と
も
英
霊
の
顕
彰
を
絶
え
る
こ

と
な
く
継
続
さ
せ
、
戦
争
の
無
い
平
和

な
世
界
実
現
の
願
い
を
、
戦
後
に
育
っ

た
人
々
に
伝
え
て
い
く
た
め
の

　中
心

的
な
団
体
と
し
て
、
遺
族
会
を
存
続
さ

せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
い
ま
す
。

　遺
族
会
も
、
会
員
の
高
齢
化
が
進
み
、

孫
・
曾
孫
会
員
の
加
入
が
喫
緊
の
課
題

と
な
っ
て
い
ま
す
。
県
内
各
遺
族
会
の

組
織
を
継
続
さ
せ
、
孫
・
曾
孫
も
慰
霊

友
好
親
善
事
業
で
ご
英
霊
の
戦
没
地
を

訪
問
で
き
る
よ
う
に
す
る
た
め
に
も
、

会
員
一
人
々
が
孫
・
曾
孫
の
協
力
を
求

め
て
い
た
だ
く
と
と
も
に
、
一
日
も
早

く
各
遺
族
会
で
後
継
者
と
な
る
青
年
部

役
員
を
選
任
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

　ま
た
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
つ
い
て
は
、

日
本
遺
族
会
及
び
当
遺
族
会
実
施
の
各

種
事
業
を
紹
介
し
て
い
ま
す
の
で
、
ご

家
族
等
の
協
力
を
得
な
が
ら
是
非
と
も

活
用
し
て
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。

　私
も
当
面
す
る
問
題
を
解
決
す
る
た

め
、
全
力
を
尽
く
し
て
参
る
所
存
で
あ

り
ま
す
の
で
、
皆
様
方
の
よ
り
一
層
の

ご
支
援
、
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
よ

ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　年
頭
に
当
た
り
、
ご
遺
族
の
皆
様
の

ご
健
勝
と
ご
多
幸
を
お
祈
り
申
し
上
げ

新
年
の
ご
挨
拶
と
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

　
　

　新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。

　御
遺
族
の
皆
様
に
は
、
お
健
や
か
に

新
し
い
年
を
迎
え
ら
れ
た
こ
と
と
、
心

か
ら
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　一
般
財
団
法
人
広
島
県
遺
族
会
に
お

か
れ
ま
し
て
は
、
創
立
以
来
、
会
員
の

皆
様
の
強
い
結
束
の
も
と
に
、
戦
没
者

の
慰
霊
や
御
遺
族
の
福
祉
の
増
進
等
の

各
種
事
業
を
積
極
的
に
推
進
さ
れ
る
と

と
も
に
、
戦
争
の
悲
惨
さ
、
平
和
の
尊

さ
を
次
世
代
に
伝
え
て
い
く
た
め
の
取

組
を
さ
れ
て
お
ら
れ
る
こ
と
に
対
し
ま

し
て
、
深
く
敬
意
を
表
し
ま
す
。

　令
和
二
年
度
か
ら
続
く
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
に
よ
り
、
国

内
で
は
密
閉
・
密
集
・
密
接
の
「
三
密
」

を
避
け
、
予
防
対
策
を
行
う
こ
と
が
提

唱
さ
れ
、
貴
会
が
計
画
を
し
て
お
ら
れ

た
事
業
も
縮
小
・
中
止
と
な
り
、
そ
の

中
に
は
人
々
の
戦
争
の
記
憶
が
風
化
し

て
い
く
こ
と
を
防
ぐ
た
め
に
行
わ
れ
て

い
た
、「
戦
没
者
を
語
る
会
」
も
あ
り
ま

し
た
。

　戦
争
に
よ
り
貴
い
命
が
失
わ
れ
る
と

い
う
悲
惨
な
事
態
を
二
度
と
起
こ
さ
な

い
た
め
に
は
、
戦
争
の
記
憶
を
若
い
世

代
に
語
り
継
ぎ
、
恒
久
平
和
の
実
現
に

努
め
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
あ
る
と
考

え
ま
す
。 

　新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
が
終

息
に
向
か
い
、
貴
会
の
活
動
や
事
業
が

従
前
ど
お
り
執
り
行
え
る
一
年
に
な
る

こ
と
を
切
に
希
望
し
て
や
み
ま
せ
ん
。

　県
で
は
、
引
き
続
き
国
と
連
携
を
図

り
な
が
ら
、
今
日
の
繁
栄
の
礎
と
な
ら

れ
た
戦
没
者
の
方
々
に
深
く
思
い
を
い

た
し
、
戦
没
者
の
御
遺
族
に
対
す
る
援

護
事
業
の
充
実
に
む
け
取
り
組
ん
で
参

り
ま
す
。

　今
後
と
も
、
会
長
を
始
め
会
員
の
皆

様
の
、
よ
り
一
層
の
御
理
解
と
御
支
援

を
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
。

　年
頭
に
あ
た
り
、
貴
会
の
ま
す
ま
す

の
御
発
展
と
、
会
員
の
皆
様
の
御
健
勝

を
心
か
ら
お
祈
り
申
し
上
げ
、
新
年
の

ご
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。

　ご
遺
族
の
皆
様
に
は
お
元
気
で
新
し

い
年
を
お
迎
え
の
こ
と
と
拝
察
い
た
し

ま
す
。

　今
秋
、
日
本
遺
族
会
（
以
下
日
遺
）

創
立
七
十
五
周
年
を
迎
え
る
に
あ
た
り

、
改
め
て
本
会
の
活
動
を
支
え
た
多
く
の

先
達
に
敬
意
と
感
謝
を
新
た
に
し
て
い

ま
す
。

　昭
和
二
十
二
年
前
身
で
あ
る
日
本
遺

族
厚
生
連
盟
結
成
以
来
、
「
二
度
と
私

た
ち
の
よ
う
な
遺
族
を
出
し
て
は
い
け

な
い
」
と
い
う
固
い
決
意
の
も
と
、
英

霊
の
顕
彰
と
遺
族
の
福
祉
向
上
を
求
め

活
動
を
続
け
、
逐
年
処
遇
は
改
善
さ
れ

ま
し
た
。
ひ
た
す
ら
恒
久
平
和
を
希
求

す
る
本
会
の
活
動
が
認
め
ら
れ
た
故
で

あ
り
、
そ
の
最
た
る
も
の
が
、
旧
軍
人

会
館
を
遺
族
の
福
祉
向
上
の
た
め
日
遺

に
無
償
で
貸
与
す
る
と
し
た
「（
通
称
）

遺
族
会
国
有
財
産
無
償
貸
与
法
」（
昭
和

木
下

　栄
作

水
落

　敏
栄

参
議
院
情
報
監
視
審
査
会
会
長

一
般
財
団
法
人
日
本
遺
族
会
会
長
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二
十
八
年
成
立
閣
法
）
で
す
。

　遺
族
へ
の
処
遇
が
絶
た
れ
た
ま
ま
の

昭
和
二
十
六
年
当
時
、
手
弁
当
で
活
動

を
続
け
る
遺
族
会
が
、
本
部
拠
点
と
し

て
旧
軍
人
会
館
の
購
入
を
検
討
す
る
も
、

あ
ま
り
の
高
額
に
暗
礁
に
乗
り
上
げ
た

と
こ
ろ
、
星
島
二
郎
代
議
士
（
犬
養
毅

法
相
秘
書
を
経
て
、後
の
衆
議
院
議
長
）

を
中
心
と
す
る
政
財
官
の
方
々
の
熱
意

が
内
閣
を
動
か
し
、
閣
法
と
し
て
成
立

し
た
も
の
で
す
。

　東
日
本
大
震
災
に
よ
る
痛
ま
し
い
事

故
に
よ
り
九
段
会
館
が
廃
業
し
、
再
び

本
部
拠
点
で
あ
り
、
遺
族
の
殿
堂
を
失

い
か
け
た
矢
先
、
本
会
を
思
う
有
志
の

議
員
が
「
遺
族
会
国
有
財
産
無
償
貸
与

法
」
の
改
正
を
提
案
し
、
同
地
に
新
し

く
建
設
さ
れ
る
建
物
の
一
部
を
本
会
が

無
償
で
貸
与
で
き
る
よ
う
尽
力
し
て
く

だ
さ
い
ま
し
た
。

　い
ち
民
間
団
体
に
国
が
無
償
で
建
物

を
貸
与
す
る
こ
と
は
非
常
に
稀
で
、
加

え
て
施
行
か
ら
六
十
年
余
が
経
過
し
、

改
正
案
に
反
対
が
出
な
か
っ
た
こ
と
も

驚
き
で
あ
り
、
偏
に
本
会
の
活
動
が
党

派
を
超
え
評
価
を
得
て
い
る
所
以
で
あ

り
ま
す
。

　今
夏
に
完
成
す
る
地
下
三
階
地
上
十

七
階
の
新
し
い
建
物
は
、
帝
冠
様
式
を

配
し
た
九
段
会
館
の
外
観
を
残
し
、
四

階
部
分
の
特
定
施
設
を
国
か
ら
無
償
貸

与
さ
れ
ま
す
。
次
世
代
へ
平
和
を
語
り

継
ぐ
た
め
ど
の
よ
う
に
利
用
し
て
い
く

か
本
会
に
問
わ
れ
て
い
ま
す
。

　新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ス
の
世
界
的
蔓
延

に
よ
り
、
制
限
が
か
か
る
暮
ら
し
の
中

で
、
日
常
の
大
切
さ
を
感
じ
た
人
も
多

い
と
思
い
ま
す
。
す
な
わ
ち
今
日
の
自

由
で
平
和
な
社
会
は
、
先
の
大
戦
で
祖

国
の
安
寧
と
家
族
の
幸
せ
を
願
い
散
華

さ
れ
た
多
く
の
犠
牲
の
上
に
、
ひ
た
す

ら
平
和
な
社
会
を
求
め
た
先
人
の
た
ゆ

ま
ぬ
努
力
に
よ
っ
て
築
か
れ
て
い
る
。

こ
の
歴
史
を
後
世
に
伝
え
、
恒
久
平
和

な
社
会
の
構
築
に
寄
与
す
る
こ
と
が
本

会
の
社
会
的
責
務
で
す
。

　先
月
日
本
遺
族
政
治
連
盟
は
緊
急
で

常
任
理
事
・
監
事
合
同
会
議
を
開
催
し
、

今
夏
参
院
選
の
遺
族
会
代
表
と
し
て
、

元
内
閣
府
特
命
大
臣
を
お
務
め
に
な
っ

た
福
井
照
氏
を
決
定
し
ま
し
た
。
福
井

氏
は
遺
族
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
し
か
し

遺
族
の
代
弁
者
と
し
て
、
遺
族
の
声
を

国
政
に
届
け
る
覚
悟
を
固
め
て
い
ま
す
。

　戦
後
七
十
六
年
が
経
過
し
、
戦
後
生

ま
れ
が
九
割
、
遺
児
の
平
均
年
齢
も
八

十
歳
を
越
え
、
時
間
に
余
裕
は
あ
り
ま

せ
ん
。
だ
か
ら
こ
そ
今
、
遺
族
に
か
か

わ
ら
ず
、
本
会
の
活
動
を
理
解
す
る
同

士
に
加
わ
っ
て
も
ら
う
こ
と
が
大
切
で

す
。　私

は
、
遺
族
の
た
め
国
政
に
立
た
れ

た
先
輩
議
員
か
ら
託
さ
れ
た
バ
ト
ン
を

福
井
氏
に
繋
ぐ
こ
と
が
、
遺
族
会
を
次

世
代
に
継
承
す
る
唯
一
の
方
法
と
信
じ
、

福
井
氏
を
国
政
に
送
る
べ
く
、
先
頭
に

立
っ
て
粉
骨
砕
身
尽
力
い
た
し
ま
す
の

で
、
皆
様
に
は
、
ご
理
解
、
ご
協
力
の

程
お
願
い
申
し
上
げ
、
新
年
の
ご
挨
拶

と
い
た
し
ま
す
。

令
和
四
年
二
月
十
八
日（
金
曜
日
）

　
　常
務
理
事
会

令
和
四
年
三
月
三
日（
木
曜
日
）

　
　第
二
十
五
回
理
事
会

令
和
四
年
三
月
十
七
日（
木
曜
日
）

　
　第
十
六
回
評
議
員
会

令
和
四
年
八
月
一
五
日（
月
曜
日
）

　
　全
国
戦
没
者
追
悼
式
団
体
参
列

　
　
　
　
　
　
　
　募
集
予
定

　四
十
名

令
和
四
年
十
一
月（
未
定
）

　
　沖
縄
「
ひ
ろ
し
ま
の
塔
」
戦
没
者
追

　
　悼
式

　
　旅
行
日
は
、
式
典
日
を
含
む
三
日
間

　
　
　
　
　
　
　
　募
集
予
定

　三
十
名

　令
和
三
年
八
月
十
五
日
、
日
本
武
道

館
に
お
い
て
、
天
皇
皇
后
両
陛
下
の
ご

臨
席
を
仰
い
で
、
全
国
戦
没
者
追
悼
式

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
拡
大
の
影
響
に
よ
り
参
列
遺

族
は
二
五
都
道
府
県
か
ら
五
三
人
で
、

各
界
の
代
表
者
も
合
わ
せ
た
参
列
者
は

過
去
最
少
の
一
八
五
人
と
な
っ
た
。

　式
典
は
、
十
一
時
五
十
一
分
に
天
皇

皇
后
両
陛
下
が
ご
臨
場
さ
れ
、
国
歌
斉

唱
、
菅

　義
偉
内
閣
総
理
大
臣
の
式
辞
、

正
午
の
時
報
を
合
図
に
一
分
間
の
黙
祷

を
さ
さ
げ
た
後
、天
皇
陛
下
の
お
こ
と

ば
は「
戦
陣
に
散
り
戦
禍
に
倒
れ
た
人

々
に
対
し
、
全
国
民
と
共
に
、
心
か
ら

追
悼
の
意
を
表
し
、
世
界
の
平
和
と
我

が
国
の
一
層
の
発
展
を
祈
り
ま
す
」
と

述
べ
ら
れ
た
。
天
皇
陛
下
の
お
こ
と
ば

（
別
掲
）。
そ
の
後
、
各
界
の
追
悼
の

辞
、
献
花
が
行
わ
れ
て
滞
り
な
く
閉
会

し
た
。
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　令
和
三
年
十
二
月
十
三
日
に
自
由
民
主
会
館
八

階
ホ
ー
ル
で
開
催
さ
れ
た
こ
の
大
会
に
、
篠
原

　

彌
之
会
長
他
役
員
等
三
名
が
参
加
し
、
大
会
終
了

後
、
要
望
事
項
に
対
す
る
理
解
と
協
力
を
要
請
す

る
陳
情
運
動
を
地
元
選
出
国
会
議
員
に
行
っ
た
。

　重
点
陳
情
先
（
秘
書
面
会
）

　
　内
閣
総
理
大
臣

　
　
　衆
議
院
議
員

　岸
田

　文
雄
氏

　
　　  (

衆
議
院
議
員
会
館
に
て
秘
書
対
応
）

　　（
自
由
民
主
党
地
元
選
出
国
会
議
員
）

　「
大
会
の
概
要
」

　一

　参
加
者

　二
一
八
名

　二

　来

　賓

　自
由
民
主
党
代
表

　幹
事
長
代
理

　上
川

　陽
子  

氏

　
　
　
　
　
　
　総
務
副
大
臣

　田
畑

　裕
明  

氏

　
　
　
　
　
　
　厚
生
労
働
副
大
臣

　古
賀

　篤  

氏

　
　
　
　
　
　
　遺
家
族
議
員
協
議
会

　会
長

　尾
辻

　秀
久  

氏

　
　
　
　
　
　
　衆
参
国
会
議
員  

二
〇
九
名

　

三

　経

　過

　
　今
年
度
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
予

防
の
観
点
か
ら
各
支
部
遺
族
大
会
参
加
者

を
例
年
の
半
数
と
し
、
厳
し
い
財
政
状
況

の
な
か
、
公
務
扶
助
料
、
遺
族
年
金
等
の

改
善
を
は
じ
め
、
厚
生
労
働
省
社
会
・
援

護
局
提
出
の
概
算
要
求
の
完
全
実
現
を
目

指
し
、
四
七
都
道
府
県
遺
族
会
の
代
表
が

東
京
・
自
由
民
主
会
館
ホ
ー
ル
に
参
集
し
、

自
由
民
主
党
所
属
の
衆
参
国
会
議
員
の
先

生
方
を
来
賓
に
招
い
て
遺
族
大
会
が
開
催

さ
れ
た
。

　開
会
の
言
葉
を
宇
田
川
剱
雄
副
会
長
が

宣
し
、
国
歌
斉
唱
に
つ
い
で
、
靖
国
の
杜

に
鎮
ま
る
二
四
六
万
六
千
余
柱
の
ご
英
霊

に
感
謝
の
黙
祷
を
捧
げ
た
。

　次
に
、
水
落
敏
栄
会
長
挨
拶
、
来
賓
あ

い
さ
つ
を
い
た
だ
い
た
後
、
会
議
に
入
り
、

常
務
理
事  

江
田  

肇  

埼
玉
県
遺
族
連
合

会
会
長  

か
ら
意
見
発
表
が
行
わ
れ
た
。

　続
い
て
、
大
会
宣
言
及
び
決
議
が
満
場

一
致
で
採
択
さ
れ
た
。

「
第
七
十
六
回
全
国
戦
没
者
遺
族
大
会
」

岸田 文雄 内閣総理大臣陳情（秘書代理対応)

会長挨拶（水落 敏栄 日本遺族会会長)

開会の辞（宇田川 剱雄 日本遺族会副会長)

　
区
分

衆
議
院

議
員

参
議
院

議
員

　　氏

　
　名

寺
田  

稔
氏  

平
口  

洋
氏  

小
林  

史
明
氏 

新
谷  

正
義
氏 

小
島  

敏
文
氏

石
橋  

林
太
郎
氏

畦
元  

将
吾
氏

宮
沢  

洋
一
氏 

遺
族
大
会

欠
席

欠
席

欠
席

欠
席

出
席

欠
席

欠
席

欠
席

　陳

　情

秘
書
対
応

本
人
対
応

秘
書
対
応

秘
書
対
応

秘
書
対
応

秘
書
対
応

秘
書
対
応

本
人
対
応
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　戦
没
者
等
の
遺
留
品
返
還
に
伴
う
調
査
」
事
業
で
O
B
O
N

ソ
サ
エ
テ
ェ
イ
か
ら
の
照
会
で
、
日
本
遺
族
会
か
ら
当
会
に
調

査
依
頼
の
あ
っ
た
日
章
旗
に
つ
い
て
持
ち
主
が
判
明
し
た
。

　日
章
旗
が
深
安
郡
山
野
村
か
ら
出
征
し
、
そ
の
後
、
復
員
さ

れ
大
阪
に
在
住
さ
れ
て
い
た
が
、
平
成
十
四
年
十
月
一
日
に
亡

く
な
ら
れ
た
森
原 
辰
夫
さ
ん
の
も
の
で
あ
る
こ
と
が
判
明
し
、

親
族
（
続
柄
　甥
　森
原

　敏
文
さ
ん
）
に
返
還
さ
れ
た
。

　現
地
方
面
に
詳
し
い
、
福
山
市
遺
族
会
会
長
の
現
地
調
査
に

よ
り
親
族
の
所
在
が
分
か
っ
た
。

　令
和
三
年
十
二
月
九
日
、
森
原
辰
夫
さ
ん
が
出
征
さ
れ
た
場

所
で
、
返
還
式
が
行
わ
れ
、
福
山
市
遺
族
会
の
篠
原

　彌
之
会

長
か
ら
甥
の
森
原

　敏
文
さ
ん
へ
日
章
旗
が
引
き
渡
さ
れ
た
。

「
日
章
旗
の
返
還
」

日本遺族会からの調査依頼の森原 辰夫さんの日章旗

森原敏文さんへ日章旗の伝達森原辰夫さん出征時の記念写真

　当会では、事業の内容を広く知っていただくために、ホームページを開

設しています。会員をはじめ多くの遺族の皆様にご利用いただくことを願

っています。

　パソコン、スマートホンのインターネットから「一般財団法人　広島県

遺族会」を呼び出し、ご利用ください。ホームページの中（ＨＯＭＥ）に

「ホームページのご利用方法」を設けました。より簡単に利用をしていた

だけると思います。

ホームページの活用について
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～遺族会館入居者の紹介～

「ＬＡＷＳＯＮ 　広島うらぶくろ店」

　店長　秦   百合香

　　　　コンビニといえば、LAWSON！

　　　　淹れたてコーヒー、デザート、

　　　　お弁当  揃っております。

　　　　２階に広いイートインコーナー

　　　　もあります。

　電話　０８２－２９８－８１００

「ＣａＩ」（キャル）「美容室」

　店長　伊藤  悠

　　　　かわいい空間の中で

　　　　Ｃａｌにしかできない提案と

　　　　接客をこころがけています。

　電話　０８２－２４９－３３５７

 １階から２階

  ３階

  ４階

「加圧トレーニングスタジオ　BIPLUS BEAUTY」

　店長　上西  加奈美

　　　　女性専用加圧パーソナル

　　　　トレーニングジムです。

　　　　興味のある方は一度体験に

　　　　お越しください。

　電話　０８２－５６９－６９１１

　　　　詳しくは　https://www.biplus-beauty.jp


